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当社の 2016 年度の事業活動における環境・安全に対する取り組みと成果をご報告します。 
 
 
 CＯＮＴＥＮＴＳ                                       

１．環境・安全に対する基本姿勢 
２．環境保全への取り組み 
３．労働安全衛⽣および社員の健康増進への取り組み 
４．保安防災への取り組み 
５．製品安全への取り組み 
６．地域・社会との協調と共⽣ 

 
 
 
 １．環境・安全に対する基本姿勢                                

環境・安全に関する経営⽅針 
当社では、環境・安全に関する経営⽅針を定めており、その⽅針の下、環境・安全に関する構成要素ごとに⽬標を定
め、達成に向けて社員⼀丸となって取り組んでいます。 

 
理 念 

当社は、環境保全・労働安全衛⽣・保安防災および製品安全を経営の最重要課題のひとつとして捉え、
常に⼈や環境に優しい製品を開発、⽣産ならびに提供することを使命と認識し、事業活動を通して地球
環境の保全と安全・衛⽣の確保に努めます。 

 
⽅ 針 

環境保全と安全確保は事業活動の基本である。 
●環境保全活動の推進 
   製品に関わるすべての事業活動を通して環境保全に貢献します。 
●安全衛⽣活動の推進 
   安全教育や設備安全化および安全衛⽣管理を通して、労働災害の防⽌を図ります。 
●健康の保持と増進 
   快適な職場環境の実現に努め、健康の保持と増進を図ります。 
●保安防災活動の推進 
   安定操業の維持と保安防災の向上に努め、従業員と地域社会の安全を確保します。 
●製品安全の確保 

製品の開発から廃棄に⾄るすべての段階において、技術向上と製品管理を徹底し、製品の安全
性を確保します。 

 
 
 
 
 

環境・安全に関する社内推進体制 
当社グループでは、環境・安全担当役員の下、「環境・安全会議」を設置し、グループ内の環境・安全活動を統括し
ています。 
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環境省が主催する「Fun to share」への参加 
当社の樹脂事業は⾃動⾞産業と密接に関係していることから、環境省が推進する低炭素社会実現に向けた気候変動

キャンペーン「Fun to Share」に愛知⼯場が参加しています。「従業員全員参加で、低炭素社会へ」を宣⾔して、事
業活動に関わる従業員全員が省エネの重要性を理解し、⽉ 1 回の省エネ会議で⽅策を出し合い、省エネ⽂化を浸透さ
せています。 

1.第⼀は無駄をなくす。  
（1）エアコンの設定は、冬 20℃・夏 28℃ 
（2）離席時照明消灯 
（3）設備の無駄運転の排除 

2.第⼆は設備などの省エネ対策  
（1）LED の推進 
（2）設備の⾼効率化と効率運転化 

3.その他  
（1）クールビズの実施 
（2）ウォームビズの実施 

※中でも LED の導⼊は積極的に⾏い、省エネに貢献しています。 
 
 
 

愛知県主催の「あいち CO2 削減マニフェスト 2020」への参加 
愛知⼯場では愛知県が策定した「あいち地球温暖化防⽌戦略 2020」

の⼀環として県内事業者に向けた CO2 排出削減の取り組みに賛同し、
県が認定・PR する「あいち CO2 削減マニフェスト 2020」の認定制度
に 2015 年度より登録しています。 

 事業者として⾃主性や創意⼯夫を活かした CO2 削減の取り組みを
宣⾔し、削減⽬標の達成に向けて継続的に取り組みランクアップを図っ
ています。 

2016 年度はエネルギー原単位で 14%減を達成しました。 
来期もランクアップを⽬指し、継続して取り組んでいきます。 
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る⼯場の安全パ
差呼称やヒヤ
す。 

010年 2

健康増進への取

に管理監督者
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ま
通

し

体
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環境・安全⼤会 
2017 年 3 ⽉ 9 ⽇に当社延岡本社にて第 13 回全国環境・安全⼤会を開催しました。 
今回の⼤会では、執⾏役員全員が各⾃の安全宣⾔を記した安全旗を掲⽰し、「経営者の本気」、「経営の責任で安全な

⼈づくり、安全な場づくりを推進する」、「安全⾏動に⾔い訳なし」など、経営者の安全に対する決意を表明する場と
なりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       第１３回全国環境・安全⼤会              安全の団結旗（執⾏役員の安全宣⾔） 
 

 
安全の特別講演では「事故に不思議な事故なし 

〜危険の芽を摘む習慣・⾏動〜」をテーマとして、 
監督者の役割は「意識、やる気、本気」をもって 
災害をなくすことが重要との教訓とともに、「何 
が何でも⾔い訳はしない」ことが⼤切との内容で 
した。執⾏役員の安全宣⾔につづいて、管材製造 
所を代表してライン⻑３名による安全の決意表明 
がなされ、最後に全員で当社の安全⾏動５原則の 
唱和で締めくくりました。無事故・無災害の実現 
に向けた誓いを強く意識する機会となりました。 
                                    安全特別講演 

 
 
 
 ⼦会社のドリコ株式会社では、全国安全週間の 
2016 年 7 ⽉ 1 ⽇に安全⼤会を開催しました。 

関係する多くの協⼒会社様にご参加いただき、 
全員で安全週間スローガン「⾼めよう ⼀⼈ひとり 
の安全意識 みんなの⼒でゼロ災害！」を唱和し、 
無事故・無災害を誓いました。 
 
 
 
 
                                  ドリコ株式会社の安全⼤会 
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経営者による安全パトロール 
2016 年 5 ⽉から 6 ⽉にかけて、「５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動による事故・災害リスクの低減」を

テーマに当社の国内⼯場を社⻑が巡視しました。各⼯場では、⼯場⻑以下管理監督者や社員が⼀丸となって５Ｓ活動
や活スペース活動などを推進しており、これらの活動の進捗状況をパトロールで確認しました。 

なお、今回のパトロールでは、昨年よりも改善の成果が顕著な⼯場を社⻑賞として表彰しました。 
また、10 ⽉〜11 ⽉には事業部⻑による安全パトロールも実施し、各⼯場では実践している環境・安全活動を改善

する良い機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社⻑安全パトロール（広島⼯場）       事業部⻑安全パトロール（管材製造所） 
 
 
 

安全教育の実施 
2016 年度に社内で実施した安全教育に執⾏役員全員を対象とした「危険体感研修」と「労働安全衛⽣研修」があ

ります。いずれも社外の講師による研修で、⼀⼈ひとりが安全についての理解を深め、それぞれが所管する部⾨の安
全活動を率先垂範で推進することを期待して開催しました。職場の管理監督者を対象者とした危険体感研修も定期的
に実施しています。今後もこれら研修を継続し、全社員の安全に対するレベルアップを⽬指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     執⾏役員の危険体感研修               執⾏役員の労働安全衛⽣研修 
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  4．保安防災への取り組み                                     
保安防災に関する基本⽅針 

当社グループは、安定操業の維持と保安防災管理のレベルの向上に努め、従業員と地域社会の安全を確保するため
に保安防災活動を推進しています。その⼀環として主要拠点での BCP（事業継続計画）の構築にも取り組むとともに、
緊急時の対応のための効果的な実地訓練も実施しています 

 
 

保安防災活動 
当社では地区や事業所ごとに防⽕・防災訓練を定期的に⾏っています。2016 年度は地震や津波等の対応に備えるため、

全社リスク対策本部のＢＣＰ机上訓練と連動させ、東京本社、管材製造所、天下テクノセンターの３箇所を Web 会議シ
ステムでつなぎ、お互いの状況が確認できるよう、愛知、栃⽊、広島の各⼯場を中継しながらの訓練を⾏いました。これ
らの訓練を通して改善すべき点を次回の訓練に活かし、これからもより⼀層充実した訓練内容と保安防災組織作りに努め
ます。 
 また、⽕災・爆発の防⽌に向けた教育として、愛知⼯場では集塵機メーカー様から講師をお招きして特別セミナーを開
催しました。⽬的は関係する業務に従事する社員に「粉じん爆発に⾄るメカニズムと粉じん爆発の怖さ」を知ってもらう
ことでしたが、体験機による実演を含めた内容としたことで有意義な研修となりました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

      管材製造所内の緊急対策本部             愛知⼯場での粉じん爆発の研修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

  ５．製品
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  ６．地域・社会との協調と共⽣                                    
旭有機材では、「法と社会規範を守り、社会と共に歩みます」の経営理念のもとに、積極的に地域との交流活動を⾏
っています。 

地域の皆様による⼯場⾒学 
2017 年 2 ⽉ 13 ⽇に延岡市⻑、延岡副市⻑をはじめ、延岡市の⽅々が管材製造所に来場されました。製品に関する

質疑応答や海外事業に関する意⾒交換の後に、⼯場⾒学では⼀連の⼯程の流れをご覧いただきました。 
地元企業の底⼒を市⻑や市の⽅々に感じていただくよい機会になりました。 

  また、広島⼯場では 2016 年 8 ⽉ 19 ⽇に地域住⺠の皆様の代表として、⾃治会⻑、⾃治会の皆様や市役所の⽅々が
来場され、⼯場⾒学が⾏われました。夜間での電話対応の⼯夫や住⺠の皆様を含めたパトロールの実施などの要望があ
り、今後改善に向けて取り組んでいきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   延岡市⻑や市の皆様の⼯場⾒学（管材製造所）         地域住⺠の皆様の⼯場⾒学（広島⼯場） 
 
 中国にある⼦会社「旭有機材樹脂（南通）有限公司」では、 
会社設⽴ 10 周年を迎え、2016 年 8 ⽉ 28 ⽇に家族⾒学会「 
オープンファクトリー」を開催しました。 
 この活動で家族も含めた交流を深めることができ、会社の 
結束⼒の向上に効果が期待できます。また、参加者の多くが 
好印象を抱いていましたが、臭気などの厳しい指摘もあり、 
今後の職場環境の改善活動につなげることとしました。 
 
                                      家族の⼯場⾒学 

外国⼈のインターンシップの受け⼊れ 
2016 年は 2 件の外国⼈インターンシップを受け⼊れました。 

 6 ⽉〜9 ⽉の 3 か⽉間にわたり延岡地区の技術部⾨で 2 名のマレー 
シア⼈⼥⼦学⽣は新型バルブの開発チームに所属し、バルブの評価 
試験を通して、新しい製品の開発過程を学んでいただくとともに、 
技術会議等にも参加して、⽇本のメーカーがどのような⽅法や姿勢 
で製品開発や問題解決をしているかを肌で感じていただきました。 

  また、東京本社では⽶国出⾝で 2012 年に来⽇し、熊本県⽴⾼校 
で外国語指導補助をされている 25 歳の男性を 1 週間受け⼊れました。 

仕事は管材システム事業部のホームページに関する企画⽴案 
を担当され、最終⽇に成果報告会が⾏われました。 

 
 
                                        製品試験中のインターン学⽣ 
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中学⽣・⾼校⽣等の職場体験 
2016 年は国内の中学校や⾼等学校など 8 件計 22 名の⽣徒のインターンシップを延岡地区で受け⼊れました。 

  2 ⽇間の学習では、安全教育やキャリア教育を経て、⽣産現場では射出成形機で合成樹脂製の部品ができる⼯程 
 や加⼯機で部品が切削される⼯程、および部品の検査を実習しました。今回の経験を通して仕事に対するイメージ 

の形成や⾃分の将来を考えるきっかけとなることを期待しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         中学⽣の職場体験                    ⾼校⽣の職場体験 
 
 
応急⼿当普及員講習開催の⽀援 

通報から救急⾞が到着するまでの間に何らかの救命処置 
の普及は救急分野において重要課題の⼀つとされています。 
そこで、⼀般の⼈を対象にして救命法を指導するために必 
要な技能と知識を有する者として設けられた資格が「応急 
⼿当普及員」です。この資格を取得するために「応急⼿当 
普及員講習」の受講が必要ですが、この講習の開催を補助 
として当社社員が⽀援しました。 

 
 
                                  応急⼿当普及員講習の様⼦ 
不法ゴミの撤去 

2016 年 10 ⽉ 25 ⽇に愛知県産業廃棄物協会が主催 
する「藤前⼲潟不法ゴミ撤去作業」に当社愛知⼯場の 
社員２名が参加しました。この⼲潟は国際的にも貴重 
な⼲潟としてラムサール条約にも登録されていますが、 
近年ゴミの不法投棄が問題になっています。都市部で 
不法に捨てられたものが流され浮遊して集まってきた 
ゴミが、野⽣動物への悪影響をはじめ、景観の悪化及 
び悪臭の発⽣等の原因になっています。当⽇は環境省 
や名古屋市、県内の企業などから約 100 名が参加しゴ 
ミを拾い集めました。今後もこの活動に参加し、少し 
でも環境改善に貢献していきます。                 藤前⼲潟の不法ごみ撤去作業 
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宮崎県延岡市の「まつりのべおか」は今回で 40 周年を迎え、延岡・三北合併 10 周年を記念する祭りとなり、 
2016 年 7 ⽉ 23 ⽇と 7 ⽉ 30 ⽇の 2 ⽇間に分かれて開催されました。当社の延岡地区の多くの社員も参加した恒例の 
延岡ばんば総踊りでは、45 団体の約 3,000 ⼈の踊り⼿が⼀つの⼤きな輪になって踊り続けました。 

 
2016 年 8 ⽉ 5〜6 ⽇に栃⽊県太⽥原市の夏の祭り「第 36 回太⽥原与⼀まつり」が開催されました。今回は例年に

なく暑い夜となりましたが、みんなで元気いっぱいに祭りを盛り上げました。祭りのスローガンは「与⼀が如く、切
り拓け未来」でしたが、当社も世界へ、未来を切り拓いていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    まつりのべおかの「延岡ばんば総踊り」             太⽥原与⼀まつり 
 
 
 
 
                                              以上 

 


